
 

 

 

 

大垣市×SDGsお化け バスターズとは？ 

「大垣市×SDGsお化け」が提起する地域の課題について、子ども達が主人公となって共

存、退治の活動を行うもの。令和7年度は、フードロスを提起している「イートミー」と、環境問

題を提起している「コイバー」の課題解決に挑戦 

 食材を無駄にしてしまう家やお店に住みつくお化け。食べ物をひとつ

捨てるごとにひとり増える。このお化けが４９４９体集まると、整理

整頓ができずに、ゴミ屋敷になってしまう呪いにかかる。 

 水門川に捨てられたビニール袋やペットボトル、アルミ缶、プラスチ

ックなどのゴミを食べて巨大化してしまった鯉のお化け。コイバーが

いることで水門川の環境や水質、生態系が保たれ、小魚や稚魚は安全

に暮らすことができる。 

〇メンバー：大垣市内の小中学生20人が参加 

〇活動内容：6月～11月にかけて、3～4回子どもによる話合いや活動を実施し、 

11 月 15日に市長、文教協会会長に活動を報告 

 

【活動の記録】 5月 16日、6月 7日、7月 19日、9月 6日、11 月 15日 

１ フードロスを提起しているイートミー、環境問題を提起しているコイバーについて、それぞ

れどのような活動ができるかアイデアを出し合う 

 

 

 

 

 

 

 

２ それぞれのチームに分かれて活動開始。自分達が主体となりやってみたい共存・退治の 

活動内容を絞る 

 

 

 

 

 

３ 活動内容の決定！ 

令和7年度実施 

大垣市×SDGsお化け バスターズ 

イートミー  

コイバー  



【イートミーチーム】 

○給食で残りやすい食材を工夫して調理するSDGs給食メニューを開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【コイバーチーム】 

○自分達で清掃ボランティア活動を企画し、実施する 

 

 

 

 

 

 

 

４ 大垣市×SDGsお化け 報告会に向けた準備 ※11月 15日（土）市長さんに報告 

【イートミーチーム 給食メニュー試作調理】 

 

 

 

 

 

【コイバーチーム ボランティア活動の詳細決定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 11 月 15日（土）大垣市×SDGsお化け発表会・報告会 


